
第３期ｉＳＢ公共未来塾
２０１1年１月開講！

人気講座！

『中学生でもわかる！

事業計画書の

書き方』など

Institute of Social Business

主催  社会的企業育成支援事業コンソーシアム（横浜事務局：起業家支援財団）

●公民連携・公共サービス改革の最新事例を紹介

●多彩な社会起業家・NPO によるプレゼンテーション

●社会的企業の立ち上げ･運営に必要なノウハウ･情報を伝授

●起業支援のプロによる「社会起業プラン」「持続可能なプラン」の書き方徹底指導

iSB公共未来塾の特徴 講義＋演習＋インターン
（社会的企業やNPO等での職業体験）の 3部構成

社会や地域の課題を解決していこうとする社会的企業やNPOの持

続可能な発展を応援しています。社会にある「なんで？」「困った」

を解決しようとする方の積極的な参加をお待ちしています。

自治体職員

による社会的企業

支援策の紹介も

オンライン受講生

聴講生は、

常時募集中
途中からでも始められます

学ぶ。つながる。起業する。

※本事業は、内閣府 地域社会雇用創造事業の一環で行うものです。

オープニング
シンポジウム

1月14日（金）に開催！
テーマ「環境・福祉の現場から
持続可能な組織経営を考える」

詳しくはWEBで

http://www.isb-yokohama.org/
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横浜市中区尾上町 5-80



オープニングガイダンス／自治体と公共サービス／新しい公共の担い手としての社会的企業など

事業委託・補助金／自治体の総合計画／関連施策などの紹介／指定管理者制度など

起業入門／資金調達の方法など

「スタートアップシート」「導入シート」「社会起業プランシート」の作成と提出

「中学生でもわかる！事業計画書のつくり方」「中学生にもできる！心を動かすプレゼンテーション」

社会起業家・NPOによるプレゼンテーション

社会起業家・NPOでの職業体験／報告書の提出／コミュニケーション能力向上ワークショップ

子育てニーズに対応した事業をNPOで実

践。地域の子育てニーズに対応してきた

ら、乳児から３歳児保育、子育て支援事

業、親子のつどいのひろば、学童保育な

ど事業に広がりました。

子育てが楽しめ、参加障害の無い街づく

りをめざし、女性の社会参加を支援する

目的を持って事業を展開。若い保育士か

ら子育て経験豊かな年代の人達、障害を

持った人、外国籍の人など、多様な人達

が生きいきと働いています。

両親が住んでいた家を地域に役立てて欲

しいとのお話を受け、大勢の仲間の力で

つくったデイサービスの紹介です。

住み慣れた地域で自分らしく安心して暮

らし続けたい…そんな願いを実現しよう

と地域でデイサービス事業を興しまし

た。家にいる時のようにのんびりと過ご

します。

高橋桃代 氏

特定非営利活動法人
ワーカーズ・コレクティブオリーブ
理事

伊藤保子 氏

特定非営利活動法人さくらんぼ
理事長
http://www.sakuranbo.or.jp

1975 年小田原市生まれ。横浜市在住。

1999 年より横浜市芸術文化振興財団所

属。地域文化施設の企画運営、フェスティ

バル事業の担当、横浜市創造都市推進課

派遣などを経て2007年度より現職。市民

文化、シティセールス（アフターコンベン

ション）、創造都市と推移した横浜市の文

化政策と共に現場を歩む。近年は、「芸術

不動産」、「関内外OPEN!」など、芸術文化

が、まちづくり、産業と関わる分野に力を

入れる。

アーツコミッション・ヨコハマは、横浜市

と横浜市芸術文化振興財団で運営する事

業。創造都市の推進を目的とし、「つなぐ、

ふやす、アートの現場を」合言葉に、アーティ

スト、クリエイターが活動しやすい環境を

整える中間支事業援に取り組む。その活

動は、相談窓口、助成制度、芸術不動産、都

市プロモーション、次世代支援、国際交流

プログラム、講座など、多岐に渡る。

ケース／

矢内原充志氏

（有）スタジオニブロール 代表／横浜市中区

http://www.nibroll.jp/

伊藤剛氏

（有）ASOBOT 代表／東京都港区

http://www.asobot.co.jp

野田恒雄氏

トラベルフロント主宰／福岡市

紺屋 2023 プロジェクト

http://konya2023.travelers-project.info/

杉崎栄介 氏

公益財団法人 横浜市芸術文化振興財団
アーツコミッション・ヨコハマ
コーディネーター
http://www.yaf.or.jp/ycc/index.php

人材育成委員会
三井逸友　横浜国立大学教授
川名和美　高千穂大学教授
川崎あや　NPO 法人アクションポート横浜常務理事
吉原明香　NPO 法人市民セクターよこはま事務局長
杉崎栄介　公益財団法人横浜市芸術文化振興財団　
為﨑　緑　中小企業診断士

岡部友彦 コトラボ合同会社代表
呉　雅俊 株式会社 TSUNAMI ネットワークパートナーズ代表取締役社長 
高久道男 財団法人神奈川産業振興センター常務兼事務局長　
栗田秀臣 株式会社 KSP　インキュベーションマネージャー
白藤香織 財団法人横浜市男女共同参画推進協会女性 UPルーム担当
中島智人 産業能率大学准教授、NPO 法人アリスセンター理事
廣川克也 KIEP 事務局長
三枝康雄 株式会社浜銀総合研究所地域戦略研究部部長

起業支援委員会

創造都市的
ビジネスのススメ!?

総　論

各　論

特　論

演　習

起業論

職業体験

東京大学大学院建築学修了。2004 年、

横浜にて Funnybee（株）取締役を経て、

2007 年、コトラボ合同会社設立。2005

年より外国人ツーリストを呼び込み地域

活 性 化 を 図 る プ ロ ジ ェ ク ト”

YOKOHAMA HOSTEL VILLAGE” を実施。

2008 年、横浜文化賞文化・芸術奨励賞

受賞

地域に即したビジネススタイルを模索し

実践することにより、人の輪づくりや街

のイメージづくりなどのコトづくりを主

体として、持続的な活動を行っている団

体です。” コト” といっても様々なタイ

プがありますが、私たちが行うコトは、

価値観を変えるためのコトから経済活動

としてのコトまで、色々なコトを創り出

していきます。具体的には、空き部屋を

改装して国内外からの旅行者が泊まれる

安宿 ”ヨコハマホステルヴィレッジ” を

運営していたり、プロモーション映像制

作、まちづくりコンサルティングなどが

あります。

岡部友彦 氏

コトラボ合同会社
代表社員
http://koto-lab.com/

東京中野区で生まれ育ち、結婚後相模原

に在住して30年。子育て中に生協に加入

し、組合員リーダーを経て神奈川ワー

カーズ・コレクティブ連合会専務に

（1998年）。その後特定非営利活動法人

ワーカーズ・コレクティブ協会へ

（2004年）安全な食べ物が欲しいと願っ

て入った生協は自主運営・自主管理を

モットーに自分で何でもやりなさいと言

う組織だった！その後、ワーカーズ・コ

レクティブと言う「雇用されないもうひ

とつの働き方」に興味を持ち、起業支援

やフォローを重ね現在は社会的排除に

あった人たちとの働き場づくり。本当に

あきない毎日です。

特定非営利活動法人ワーカーズ・コレク

ティブ協会は、2004年にワーカーズ・

コレクティブによる働き方を外部に発信

し多様な市民の参加を広げ、非営利・協

同のネットワークによる、暮らしやすい

まちづくりをめざして発足。

１．社会的に不利な立場にいる人達の

　　就労支援・社会参加推進事業

２．非営利・協同セクターの拡充にむけた

　　調査研究事業

３．講座企画

４．相談事業

５．広報事業　機関情報誌の発行など

６．その他 講師派遣、視察コーディネートなど

岡田百合子 氏

特定非営利活動法人
ワーカーズ・コレクティブ協会
事務局長
http://www.wco-kyoukai.org/

女性達が起業した
ワーカーズ・コレクティブ

コトづくりからの
まちづくり

街がまるごと
キャンパス

起業B

1979年、福岡県出身。早稲田大学卒業後、

住友商事株式会社に入社。2005年に退

社後、特定非営利活動法人グリーンバー

ドを経て、2006年9月、特定非営利活動

法人シブヤ大学を設立、現在に至る。

『シブヤ大学の教科書』（シブヤ大学＝編 

講談社）、『働かないひと。』（弘文堂）

「街がまるごとキャンパス」をコンセプ

トに、街中を教室として、街に暮らす人々

がお互いに学び合う、地域密着型の生涯

学習の取り組みとして 2006年にスター

ト。誰もが自由に参加できる公開講座を

はじめ、ゼミやサークル活動など、個人

の生活の質の向上と豊かな地域社会作り

を目指し、様々な活動を続けている。

2007年度グッドデザイン賞受賞（新領

域デザイン部門）

左京泰明 氏

特定非営利活動法人シブヤ大学
学長
http://www.shibuya-univ.net/

起業A

起業C

起業D第3期に登場する

社会起業家
この分野の起業をめざす方

特に歓迎します！

講義概要

横浜地区
委員会体制
以下の方々のご協力を得て、

本事業を推進しております。

講師は予告なく変更する
場合があります。 ケース／

ケース／



社会的企業育成支援事業コンソーシアム　　http://www.i-sb.org

iSB公共未来塾・横浜ホームページ　　　　　http://www.isb-yokohama.org/

横浜事務局

iSB 公共未来塾と社会起業プランコンテストは、社会的企業育成支援事業コンソーシアム（一般社団法人日本サード

セクター経営者協会、公益財団法人日本生産性本部、公益財団法人起業家支援財団、株式会社地域協働推進機構、特

定非営利活動法人市民フォーラム 21・NPO センターの 5 者で構成）が実施しています。公益財団法人起業家支援財

団は、横浜地区での事業実施を担当しています。
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応募対象

第2回社会起業プランコンテスト（横浜地区） 12月21日エントリースタート！

第1回社会起業コンテスト（結果）

スケジュール

受講料無料
ただし、交通費などの

実費は各自の

負担となります。

オンライン受講も可。

複数期をまたがっての

受講も可。

●１社会的企業、NPO の創業を目指す方

●2 社会的企業、NPO の事業・経営の中核となるスタッフ人材

●3 自身の専門能力等を活かして社会的企業の育成支援に貢献しようとする方

　応募対象
●全国からの応募可。ただし、2 次および 3 次審査

に参加できる方

●1 年以内に社会的企業としての起業を予定して

いる個人

　応募者のメリット
●最大500万円の起業支援金を段階的に支給。支援

期間は最長1 年以内。

●三次審査に通過された方には 3ヶ月以内の期間

で、社会起業プランのブラッシュアップや自治体

とのマッチングコーディネートを実施します。

　スケジュール

公募締切：2011 年 2 月 4 日
最終審査：2011 年 3 月下旬

●1  永岡鉄平（塾生）　児童養護施設退所者のための就労支援事業 

●2  小島希世子（塾生）　「農」を「食」と「職」にしていくレンタル家庭菜園 ――ホームレスと日本の農業界をつなぐ

●3  大笹いづみ（塾生）　ネット世界の教習所――ケータイの利用で犯罪被害にあう子どもたちを減らすために

●4  今村浩之　MaGaRi（マガリ）――間借りブッケン紹介メディア 

●5  齋藤優見　消えゆく普段着物の日本文化を海外・国内に訴求、回復させるための国際交流・地域復興事業

●6  二本木右子（塾生）　管理栄養士による介護予防出張セミナー 

●7  水井涼太（塾生）　Life with the Ocean かながわ（海洋生態系教育サービス、海の見守りシステムの構築）

●8  上原弘美　「ピアカウンセリング・ナース」養成と全国ネットワークの構築（沖縄）

●9  鈴木智香子（塾生）　大倉山はちみつカフェ――ある日みつばちが飛んできた。

第 3 期　2011 年 1 月 22 日（土）～ 3 月 5 日（土）　
（2011 年度実施予定）

第 4 期　4 ／ 16（土）～

第 5 期　7 ／ 23（土）～

第 6 期（最終）　10 ／ 15（土）～

※原則として、パソコンが使用出来る方（SNS の活用とメールによる連絡に対応）

※演習において●１の方は社会起業ビジネスプランを作成いただきます。
※●2●3 の方は所属する組織等の改善プラン等を作成いただきます。

活動支援金が
支給されます。
対象、要件など事務局にお問い合

わせください。活動支援金は必要

単位の履修の確認後、事務局によ

る審査を経て支給となります。

インキュベーション

マネージャー

（起業支援のプロ）による

社会起業プランの徹底指導 ! 

社会的企業の立ち上げに

必要なノウハウを伝授！！

応募総数 67 件、第 1 次審査通過26件、第2次審査通過19件

9月26日に最終審査をし、9人の対象者を決定

関内フューチャーセンター（仮）
（神奈川県中小企業共済会館）

〒231-0015　神奈川県横浜市中区尾上町5-80

神奈川中小企業センタービル 9階

http://www.shienzaidan.or.jp

i-sb@shienzaidan.or.jp

http://ameblo.jp/i-sb-yokohama/

TEL 045-263-9222
担当：治田（はるた）・須藤



横浜地区 第3 期研修申込書
社会的企業育成支援事業コンソーシアム　　社会的企業人材創出・インターンシップ事業（育成事業）

平成　　　年　　月　　日

ふりがな

氏　　 名
連絡の
取れる　　　　　̶　　　　̶ 　
電  話　

緊急

連絡先　　　　　　　　 （関係：　　　　）

現  住  所
（〒　　　̶　　　　　）　　　　　　　都　道　府　県

性  別　   男 ・ 女 生年月日   昭・平　　　　 年　　　 月　　　 日 （満　　　 歳）

社会起業プランの有無について　　すでに社会起業プランがある方は、その概要を簡単にお書きください。資料があれば添付いただいても結構です。

これまでの経歴・社会的企業との関わりについてお書きください。

受講を希望する理由・動機について　　　本事業を通じて学びたいこと、受講を希望する理由・動機についてお書きください。

（平成 23 年 1月 22 日～ 3月 5日）

電子メール

現在の職業について

講座

受講時間

選択講座

（起業テーマ）

□ 起業Ａ：生涯学習　　　　　　　　　　□ 起業Ｂ：まちづくり　　

□ 起業Ｃ：ワーカーズコレクティブ　　　     □ 起業Ｄ：文化政策

職業体験

活動支援金
※支給対象資格は、申込時点で年収見込みが200万円以下、かつ世帯全体が300万円以下などの条件があります。　
　活動支援金は研修プログラムの修了をもって支給となります。また支給に当たっては事務局の審査が必要になります。

□ 日中コース  13：30～16：45（一部：13：00 ～）　　□ 夜間コース  18：00～21：00（一部：13：00～）

□ 最短コース  13：30～21：00（一部：13：00 ～）　

□ 会社員　　　　□ 公務員　　□ 団体職員　　□ パート・アルバイト　□ 経営者（株式会社　NPO 法人　個人事業主）　

□ 主婦・主夫　　□ 学生　　　□ 無職　　　　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

社会的企業の起業について □ 起業予定　　□就 職したい　　□ その他（　　　　　　　） 　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

申込方法　①この申込書に必要事項を記入の上、FAX（045-263-9220）にて、お申し込み下さい。
　　　　　②またはhttp://www.isb-yokohama.org/から申込書をダウンロードしてEmailにてお申し込み下さい。

このプログラムをどこでお知りになりましたか。具体的にお書きください。

※関心がある分野が

　あればお書きください

※原則として PCメールアドレスを、はっきりと御記入ください。

※オンライン研修もあります。 ※職業体験期間中は原則として10：00 ～18：00とします。

※2分野以上選択してください（必須）。

※原則として、職業体験先は参加者自身で調整していただきます。

　□自分で調整する　□事務局が用意するプログラムに参加

※プロボノ活動を希望する場合は、横浜事務局までお問い合わせください

□ 希望する⇒

□ 希望しない

□ 希望する　□ 希望しない

テーマもしくは団体名

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 有

□ 無

パソコンスキル

について

□ メールが使える

□ ワードが使える

□ エクセルが使える

□ パワーポイントが使える

□部分はいずれか該当するものにチェック（レ点）してください。　記載された個人情報は、当事業の募集・管理以外の目的では使用しません。

※申込後の事務局との連絡ならびに塾生の登録について
○お送りいただいた申込書をもって横浜事務局にて書面審査を行います。受講の可否については後日メールにてご連絡いたします。
○受講生にはスイカもしくはパスモにて塾生登録をしていただきます。研修の出欠確認を行うため、初日にご持参ください。
○塾生登録の際に取得した IDとパスワードをもって地域協働ポータルサイト（SNS）への登録をしていただきます。受講生同士の情報交換、オンライン講座の受講などにご活用いただけます。
○オンライン塾生・聴講生も同様に登録をしていただきます。

修了には必須です

応募締切 :１月２１日


